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【課題の概要】 

 本研究は、超伝導体－絶縁体－超伝導体（SIS）ミキサを用い

た非相反回路素子とジョセフソン局部発振器を融合集積化する

ことにより、電波天文用超伝導二次元検出器システムを大幅に

小型化することを目指すものである。その実現のために、各種

プロセス技術とその集積化設計手法などの開発が計画されてい

る。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 モノリシック集積化による SIS ミキサ非相反回路の開発は初

めての試みであり、非相反性発現の原理を新たに組み入れた開

発は学術的意義が大きく、様々な研究成果が期待される。高周

波動作への挑戦は、電磁信号のクロストーク回避や波長制限を

超える小型化などの様々な難問解決を包含しており、本研究の

目的が達成されればデバイス化技術にも大きなブレークスルー

が期待される。また、量子計算機応用に向けた課題の抽出によ

り、量子コンピューター開発にも大きく貢献することが期待さ

れる。 

 


